
＜川上ステージ＞ 
・川中・川下の求める規格の原木をタイムリーに生産・出荷できるよう森林資源の情報と 
 事業地の原木生産情報を共有 
・流通コスト削減のため、山元での選木など直送体制の整備 
 

１．プラットフォーム（川下）での原木需要に対応した原木のマッチング 
 ① 県森連等が林業事業体から原木の生産情報、山の在庫情報を収集 
 ④ 県森連等が製材工場等の原木需要情報を林業事業体に提供 
 ⑤ 林業事業体が原木の需要情報に合わせた原木の生産、納材（市場経由、直送） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．山の在庫の見える化 
 ○航空レーザー計測による森林資源データの集積 
  ✔林業事業体は様々な原木の需要情報に対応できる複数の事業地を確保 
 
 ○ＩＣＴを活用した立木需給情報の共有 
  ✔原木生産情報によるタイムリーな立木需給の 
   マッチング 
   →山元での原木の選木システムの構築 
    納期の短縮 
 
 
 
 
 
 

＜川中・川下ステージ＞ 
・ＴＯＳＡＺＡＩセンターの外商活動や提案・相談窓口で集めた非住宅木造建築に関する 
 需要情報と製材品や建具等の供給情報をマッチング 
・量や納期など川下のニーズに対応できる共同出荷を推進 
 

１．プラットフォームで開発した製品を対象としたＳＣＭを構築 
 ① TOSAZAIセンターにおいて、開発に参加した製材工場の製品と原木の在庫情報を集約 
 ② TOSAZAIセンターが工務店等の製品需要を把握 
 ③ TOSAZAIセンターから県森連等に原木の需要情報（規格、品質、量、納期）を提供 
 ⑥ 製材事業者が製品を製造、市場に出荷・納品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．県内で構築したミニマムなＳＣＭを拡大 
 ○ＴＯＳＡＺＡＩセンターのマッチングにより、新製品及び既存製品のアイテム数・参 
  加企業を拡大、共同出荷によって量や納期に対応 
 
 ○木材製品市場が既存のＳＣにマネジメント機能を導入し、ＳＣＭを展開 
 
 ○ＩＣＴを活用した木材需給マッチングの効率化 
  ✔製材品や建具等の在庫情報の見える化 
   →原木･製品在庫収集システムの確立 
  ✔適正在庫の検討 
 
 

＜木材流通の現状＞ 

・既存の木材・木製品の販売は、長年の信頼関係によるものや協定による取り引きがあり、直ちに県内にＳＣＭ（サプライチェーンマネジメント）を導入 

 するには課題がある。 

＜取組方針＞ 

・まず、新商品開発のプラットフォームを活用し、製品の開発メンバーによる新製品販売の事例を積み重ね、複数のミニマムなＳＣＭを構築する。 

・川上においても、山の在庫を見える化し、ＩＣＴ技術等を活用した原木の需要情報（規格、品質、量、納期）にマッチした供給システムを構築する。 

・ミニマムなＳＣＭのグループをベースに、グループ内での取扱製品・参加企業を拡大し、県内に水平展開する。 

                                                                            在庫の削減や納期の縮減、需要変動への対応 
                            商機を逃さない、需要に応じた生産・供給体制の確立 

 
 

    

③原木需要情報 

    

山の在庫 
○各事業体 
・事業進捗情報 
・事業地在庫 
 
○市町村等 
・森林情報 
 （事業地の確保） 

製材 A 

②製品需要情報 ①原木・製品在庫情報 

工務店 

建築士 製材 B 

①山情報（生産、在庫）  

⑤納材 

森林組合連合会 
素材生産業協同組合連合会等 

ＴＯＳＡＺＡＩセンター 
プラットフォーム（新商品開発ＷＧ） 

林業事業体Ａ 

林業事業体B  

確認 

手配 
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ミニマムなＳＣＭ 

⑥納品 

④原木需要情報  

取組を県内全域で水平展開、効率的なＳＣＭを構築 

サプライチェーンマネジメントの構築 


